
2023.7.13 ガバナー補佐のご挨拶 

姫路南ロータリークラブ 中村滋彦 

 

 

 

 

西播第一グループの 6 ロータリークラブの皆様こんにちは。今年度西播第一グルー

プのガバナー補佐を務めさせていただきます姫路南ロータリークラブの中村滋彦です。 

今年度の西播第一グループ合同例会が本日このように盛大に開催されますことを心

よりお慶び申し上げます。姫路中央ロータリークラブの皆様には今年度のホストクラブ

として設営の労をお取りいただきました。松井会長様始め姫路中央ロータリークラブ会

員の皆様には厚くお礼申し上げます。 

今年度初めのご挨拶として今年度の RI と地区について少しお話をさせていただきま

す。 

今年度の RI 会長はゴードン・マッキナリーさんといいます。マッキナリー会長はス

コットランドの方で、サウスクイーンズフェリーロータリークラブの所属で、職業は歯

科医師だそうです。 

マッキナリー会長は、今年度の RI 会長テーマとして『CREATE HOPE in the 

WORLD 世界に希望を生み出そう』というスローガンを掲げました。この RI 会長テ

ーマの背景には世界が直面した二つの過酷な出来事があります。新型コロナウィルスの

パンデミックとロシアによるウクライナへの軍事侵攻です。 

新型コロナウィルスのパンデミックは、私たちの命や身体的健康を奪っただけでなく、

人と人、人と社会の繋がりを断ち、子供達から教育の機会を奪い私達のメンタルヘルス

に深い傷を残しました。また、ロシアによるウクライナへの軍事侵攻によって市民の命

が奪われ、住む家や街が破壊され、人道に悖る戦争犯罪もあったと報道されています。

希望の前提となる平和が思いもよらない形で打ち砕かれました。 

この二つの出来事によって人々は希望を失い、再び希望を持つことが極めて困難な状

況に押し留められています。このような状況の中、ロータリーはイニシアチブを取り、

ロータリーがその知恵、経験や組織を投入してリーダーとして行動を起こそうと、マッ

キナリー会長は世界のロータリアンに呼び掛けています。 

次に、当 2680 地区の安行英文ガバナーについて少しご紹介させていただきます。

安行ガバナーは三田ロータリークラブ所属で禅宗のお寺のご住職です。安行ガバナーは、

行動指針として 3 つのスローガンを掲げています。 

  

Act with Integrity（真心の行動） 

  Service with Love（慈愛の奉仕） 



  Work for Peace（平和に貢献） 

 

安行ガバナーはこの行動指針の実践としていくつかの計画をお持ちです。ウクライナへ

の支援として、ひとつは、首都キーウのローターアクトクラブのリーダーの方を日本に

招くことを計画中です。この理不尽な侵略行為が一日も早く終結し平和を取り戻すこと

ができるよう世界に向けて呼び掛ける機会と場を日本の地で提供しようと計画を練っ

ておられます。そしてもう一つは、ローターアクトクラブの力を借りて支援物資をアジ

アからウクライナの地まで国々を経てリレーで届ける「アジアンルート」の構築も計画

中です。またそれ以外にも地球環境の保護をテーマとした「紙芝居コンテスト」の構想

など計画されています。 

 一方で、西播第一グループとしては、来年の 2 月 17 日に IM 開催を予定しています。

昨年度同様「ポリオ根絶チャリティゴルフコンペ」も開催予定です。 

今年度の 2680 地区の活動と西播第一グループの各種事業への積極的なご参加とご

協力をお願いし、共にロータリーを楽しみましょうと改めてお声掛けさせていただいて

ガバナ―補佐としてのご挨拶とさせていただきます。 


